
- 1 -

５ 下の図のように，直線ℓ上にＡＢ＝ 3cm，ＢＣ＝ 4cm，ＡＣ＝ 5cm の長方形ＡＢＣ

Ｄがあります。次の問いに答えなさい。

(1) この長方形ＡＢＣＤをすべらないように頂点Ｃを中心に 90 °回転させ，次に頂

点Ｄを中心に 90 °回転させたとき，頂点Ｂが動いてできる線の長さは何 cm です

か。

(2) 辺ＢＣ上にＥＣ＝ cm となるように点Ｅをとります。(1)と同じように長方形を

動かしたときＢＥが通過する部分の面積は何 cm ２ですか。四捨五入して答えは小

数第二位まで求めなさい。
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(1)

頂点Ｂが動いた跡は上図の赤の太線のようになるので，長さは

4 × 2 × 3.14 × ＋ 5 × 2 × 3.14 × ＝(2 ＋ 2.5)× 3.14

＝ 4.5 × 3.14 ＝ 14.13cm です。

(2)

ＢＥが通過する部分は上図の赤の斜線部分。

また，黒の斜線部分の直角三角形は直角をはさむ 2 辺の長さの比が

＝ 3：4 なので，3 辺の長さの比が 3：4：5 の直角三角形。

よって，直角の向かい合う辺の長さは 3 × cm。

また，赤の斜線部分の一部を上図の矢印のように移動すると，斜線部分の面積は

＝ 175 × 3.14 ÷ 32

＝ 549.5 ÷ 32 ＝ 17.171･･cm ２ となるので，

四捨五入して小数第二位まで求めると 17.17cm ２ です。
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